











































投与前と投与後1週, 2週, 3遇, 4遇, 6週の時点で,痛覚を調べる指標として用いられているEye wiping
testを施行し,カブサイシソの効果を確認した.さらに,投与後1週のラット頭頂骨に直径3.8tltEnの規格化骨
欠損を作製し,術後2週, 4週, 6週で濯流固定した｡固定後頭頂骨を摘出して軟Ⅹ線写真を撮影し,修復骨
量を二次元的に計測して統計解析し,対照群と実験群との間で比較検討している｡
本論文によると,カブサイシソによる知覚麻痔は投与後1過から4週まで持続し,投与後6過では痛覚の回
復が認められた｡修復骨量については対照群と実験群との間で有意差は認められなかったが,修復骨量の標準
偏差と変動係数は,術後どの週においても対照群より実換群で大きかった｡この結果は,実験群において個体
間の修復骨量のばらつきが大きいことを示している｡実験群における修復骨量のばらつきは術後4過で最も大
きくなり,痛覚の回復に対応して術後6週で小さくなった｡また,実験群では,対照群では認められなかった
既存骨の吸収像が観察された｡本研究で得られた知見は,感覚神経が機能しなくなると,骨形成と骨吸収のバ
ランスが崩れ　骨修復が正常に進行しなくなる可能性を示したもので,感覚神経が骨修復におけるリモデリン
グの制御に横極的に関与することを示唆するものと考えられた.
本研究成果は,骨修復研究に新たな知見を提供し,さらに生体組織全般における損傷治癒メカニズムの解明
にも貢献し得るものと判断された｡従って本論文を博士(歯学)の授与に値するものと認める｡
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